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簡易取扱説明書
Micropilot FMR30B
非接触マイクロウェーブ式
HART

これらは簡易取扱説明書であり、正確な情報については必ず
取り扱い説明書を参照下さい。
機器に関する詳細情報は、取扱説明書とその他の関連資料に
記載されています。
すべての機器バージョンのこれらの資料は、以下から入手で
きます。
• インターネット：www.endress.com/deviceviewer
• スマートフォン/タブレット：Endress+Hauser Operations
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1  関連資料

Order code:

Ext. ord. cd.:

Ser. no.:

www.endress.com/deviceviewer Endress+Hauser

Operations App

XXXXXXXXXXXX

XXXXX-XXXXXX

XXX.XXXX.XX

Serial number

1.

3.

2.

  A0023555

2  本説明書について
2.1  本文の目的
簡易取扱説明書には、納品内容確認から初回の設定までに必要なすべての情報が記載され
ています。



Micropilot FMR30B HART 本説明書について

Endress+Hauser 3

2.2  シンボル
2.2.1  安全シンボル

!"

危険な状況を警告するシンボルです。この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡、
大けが、爆発、火災を引き起こす恐れがあります。

!"

潜在的に危険な状況を警告するシンボルです。この表示を無視して誤った取り扱いをする
と、死亡、大けが、爆発、火災を引き起こす恐れがあります。

!"

潜在的に危険な状況を警告するシンボルです。この表示を無視して誤った取り扱いをする
と、軽傷または中程度のけがを負う恐れがあります。

!"

潜在的に有害な状況を警告するシンボルです。この表示を無視して誤った取り扱いをする
と、製品や周囲のものを破損する恐れがあります。

2.2.2  通信関連のシンボル
Bluetooth®：
近距離における機器間の無線データ伝送

2.2.3  特定情報に関するシンボル
許可：
許可された手順、プロセス、動作

禁止：
禁止された手順、プロセス、動作
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追加情報：
資料参照：
ページ参照：
一連のステップ： 1. , 2. , 3.

個々のステップの結果：
2.2.4  図中のシンボル
項目番号：1, 2, 3 ...
一連のステップ： 1. , 2. , 3.

図：A, B, C, ...

2.3  関連資料
関連する技術資料の概要については、以下を参照してください。
• デバイスビューワー（www.endress.com/deviceviewer）：銘板のシリアル番号を入

力します。
• Endress+Hauser Operations アプリ：銘板のシリアル番号を入力するか、銘板のマ

トリクスコードをスキャンしてください。

3  安全上の基本注意事項
3.1  要員の要件
作業を実施する要員は、以下の要件を満たさなければなりません。
‣ 訓練を受けて、当該任務および作業に関する資格を取得した専門作業員であること。
‣ 施設責任者の許可を得ていること。
‣ 各地域/各国の法規を熟知していること。
‣ 作業を開始する前に、取扱説明書、補足資料、ならびに証明書（用途に応じて異なりま

す）の説明を読み、内容を理解しておくこと。
‣ 指示に従い、基本条件を遵守すること。

3.2  指定用途
アプリケーションおよび測定物
本機器は、液体、ペースト、スラッジ、粉体用の非接触連続レベル計です。動作周波数は
約 80 GHz、最大放射ピーク出力は <1.5 mW、平均出力は <70 µW であることから、密閉
型の金属容器の外側（例：槽上、開水路）で制限なく使用することも可能です。その作用
は人および動物に対して完全に無害です。

https://www.endress.com/deviceviewer
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「技術データ」に明記されたリミット値および取扱説明書やその他の関連文書に記載された
条件を遵守した場合に、計測機器を以下の測定にのみ使用できます。
‣ 測定プロセス変数：レベル、距離、信号強度
‣ プロセス変数（計算値）：任意の形状の容器の体積または質量、測定する堰または水路

の流量（リニアライゼーション機能を使用してレベルに基づいて計算）
運転時間中、機器が適切な条件下にあるよう、次の点に注意してください。
‣ 本機器は、接液部材質の耐食性を十分に確保できる測定物の測定にのみ使用してくださ

い。
‣「技術データ」のリミット値に従ってください。

不適切な用途
不適切な、あるいは指定用途以外での使用に起因する損傷については、製造者は責任を負
いません。
機械的損傷の防止：
‣ 硬いものや鋭利なもので機器の表面を触ったり、洗浄したりしないでください。
不明な場合の確認：
‣ 特殊な液体および洗浄液に関して、Endress+Hauser では接液部材質の耐食性確認のサ

ポートを提供いたしますが、保証や責任は負いかねます。

残存リスク
電子回路部での発熱に加えてプロセスからの熱伝導により、電子部ハウジングとその中に
格納されているアセンブリ（表示モジュール、メイン電子モジュール、I/O 電子モジュー
ルなど）の温度が 80 °C (176 °F) まで上昇する可能性があります。運転中に、センサが測定
物の温度に近い温度に達する可能性があります。
表面に接触すると火傷を負う危険があります。
‣ 流体温度が高い場合は、接触しないように保護対策を講じて、やけどを防止してくださ

い。

3.3  労働安全
機器で作業する場合：
‣ 各国の規制に従って、必要な個人用保護具を着用してください。
‣ 電源を切ってから機器を接続してください。

3.4  操作上の安全性
けがに注意！
‣ 適切な技術的条件下でエラーや故障がない場合にのみ、機器を操作してください。
‣ 事業者には、機器が正常に機能する状態を確保する責任があります。

機器の改造
無許可での機器の改造は、予測不可能な危険が生じる可能性があるため禁止されています。
‣ 変更が必要な場合は、当社営業所もしくは販売代理店にお問い合わせください。

修理
操作上の安全性と信頼性を保証するために、以下の点にご注意ください。
‣ 純正のアクセサリのみを使用してください。
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危険場所
危険場所で機器を使用する場合の作業員やプラントの危険防止のため、以下の点にご注意
ください（例：防爆、圧力機器安全）。
‣ 注文した機器が危険場所仕様になっていることを銘板で確認してください。
‣ 本書に付随する別冊の補足資料の記載事項にご注意ください。

3.5  製品の安全性
この最先端の機器は、操作上の安全基準に適合するように、GEP（Good Engineering
Practice）に従って設計およびテストされています。そして、安全に操作できる状態で工場
から出荷されます。
本機器、一般的な安全要件および法的要件を満たしています。また、機器固有の EU 適合
宣言に明記された EU 指令にも準拠します。Endress+Hauser では機器に CE マークを貼付
することにより、機器の適合性を保証します。

4  受入検査および製品識別表示
4.1  納品内容確認

DELIVERY NOTE

1 = 2

  A0016870

納品内容確認に際して、以下の点をチェックしてください。
• 発送書類のオーダーコード（1）と製品ステッカーのオーダーコード（2）が一致する

か？
• 納入品に損傷がないか？
• 銘板のデータがご注文の仕様および発送書類と一致しているか？
• ドキュメントはあるか？
• 必要に応じて（銘板を参照）：安全上の注意事項（XA）が提供されているか？

1 つでも条件が満たされていない場合は、弊社営業所もしくは販売代理店にお問い合
わせください。
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4.2  製品識別表示
機器を識別するには、以下の方法があります。
• 銘板に記載された仕様
• 納品書に記載されたオーダーコード（機器仕様コードの明細付き）
• 銘板に記載されているシリアル番号をデバイスビューワー
（www.endress.com/deviceviewer）に入力すると、機器に関するすべての情報が表示され

ます。

4.2.1  銘板
法律で定められた記載情報および機器の関連情報は銘板に明記されています。以下に例を
示します。
• 製造者識別
• オーダー番号、拡張オーダーコード、シリアル番号
• 技術データ、保護等級
• ファームウェアバージョン、ハードウェアバージョン
• 認定関連情報、安全上の注意事項（XA）参照
• データマトリクスコード（機器に関する情報）
銘板のデータとご注文内容を照合してください。

4.2.2  製造者所在地

Endress+Hauser SE+Co. KG
Hauptstraße 1
79689 Maulburg, Germany
製造場所：銘板を参照してください。

4.3  保管および輸送
4.3.1  保管条件
• 納入時の梱包材をご利用ください。
• 機器を清潔で乾燥した環境で保管し、衝撃による損傷から保護してください。

保管温度
–40～+80 °C (–40～+176 °F)

4.3.2  測定点までの製品の搬送
L警告

不適切な輸送！
ハウジングまたはセンサが損傷したり、外れたりする危険性があります。けがに注意！
‣ 機器を測定点に搬送する場合は、納入時の梱包材を使用するか、プロセス接続部を持っ

てください。

http://www.endress.com/deviceviewer
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5  取付け
5.1  取付要件
5.1.1  取付方法

取付時：
使用するシーリングの連続動作温度が、最高プロセス温度に対応していることを確認
してください。

• 本機器は IEC/EN 61010-1 に準拠しており、湿潤環境での使用に適しています。
• 照明や明るさの条件に応じて現場表示器を調整できます（配色については、  操作メニ

ューを参照）。
• ハウジングを衝撃から保護してください。

5.1.2  周囲温度範囲
–40～+80 °C (–40～+176 °F)
強い直射日光があたる屋外で使用する場合：
• 機器を日陰に設置してください。
• 特に高温地域では直射日光があたらないようにしてください。
• 日除けカバーを使用してください。

5.1.3  使用高さ
海抜 5 000 m (16 404 ft) 以下

5.1.4  保護等級
IEC 60529 Edition 2.2 2013-08/DIN EN 60529 2014-09 および NEMA 250-2014 準拠の試
験
• IP66、NEMA Type 4X
• IP67
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5.1.5  取付位置

1 2 3

  A0055811

1 直射日光や雨から機器を保護するために、日除けカバーを使用してください。
2 タンク中央には設置しないでください。干渉により信号分析が不正確になる可能性があります。
3 投入カーテンの上に設置しないでください。
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5.1.6  タンク内設置物

α

  A0031777

タンク内設置物（レベルリミットスイッチ、温度センサ、支柱、バキュームリング、ヒー
ティングコイル、バッフルなど）が信号ビームの内側に入らないようにしてください。ビ
ーム放射角 α に注意してください。

5.1.7  アンテナ軸方向の角度調整
取扱説明書を参照してください。

5.2  一般的な設置説明
L警告

機器を湿った環境で開けると保護等級が失われます。
‣ 機器は乾燥した環境でのみ開けてください。
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1. 電線管接続口が上を向かないように機器を取り付けるか、ハウジングを回転させま
す。


  A0029263

2. ハウジングカバーと電線管接続口は常にしっかりと留めつけてください。
3. 電線管接続口を逆に締め付けます。
4. ケーブルの敷設時にはドリップループを設ける必要があります。

5.3  機器の取付け
5.3.1  設置タイプ

BA C

  A0055850

 1 壁面またはノズル取付け
A 壁面取付け（調整可能）
B アンテナ終端のプロセス接続で締付け（ハウジング上部を回転可能）
C UNI スリップオンフランジを使用した取付け

以下の点に注意してください。
• 非接触アプリケーションの場合は、必ず機器を垂直位置で使用してください。
• 80 mm アンテナ付き機器の場合、UNI スリップオンフランジを使用した設置のみ可

能です。
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5.3.2  設置方法
ノズル内面は滑らかで、角や溶接線が出ないようにしてください。可能な場合は、ノズル
の縁を丸めてください。

BA

L

D

L

D

  A0055854

 2 ノズル取付け
A 40 mm (1.5 in) アンテナ
B 80 mm (3 in) アンテナ

ノズルの最大長 L はノズル径 D に応じて異なります。
ノズルの直径および長さの限界値に注意してください。
40 mm (1.5 in) アンテナ
• D：最小 40 mm (1.5 in)
• L：最大 (D - 30 mm (1.2 in)) × 7.5
80 mm (3 in) アンテナ
• D：最小 80 mm (3 in)
• L：最大 (D - 50 mm (2 in)) × 12

5.3.3  ハウジングの回転
• ハウジングを最適な位置に合わせることができるため、機器の設置が容易
• アクセスしやすい機器操作
• 現場表示器の視認性を最適に調整可能

  A0055932
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5.3.4  日除けカバー
屋外で使用する場合は、日除けカバーの設置を推奨します。
日除けカバーはアクセサリとして、または機器と一緒に注文できます（製品構成「同梱ア
クセサリ」）。

  A0055360

 3 日除けカバー

センサは日除けカバーで完全に覆われるわけではありません。

5.3.5  調整可能な取付ブラケットによる設置
取付ブラケットはアクセサリとして、または機器と一緒に注文できます（製品構成「同梱
アクセサリ」）。

  A0055857

 4 調整可能な取付ブラケットによる設置

取付ブラケットを使用して、測定対象物表面に対してアンテナが垂直になるように位置合
わせします。
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注記
取付ブラケットと変換器ハウジングは導電接続されません。
帯電する可能性があります。
‣ 取付ブラケットは現場の等電位接地システムに統合してください。

5.3.6  回転可能なカンチレバーによる設置
カンチレバー、壁面取付ブラケット、取付フレームはアクセサリとしてご注文いただけま
す。

A B C

  A0055858

 5 回転可能なカンチレバーによる設置
A カンチレバーと壁面取付ブラケットによる設置（側面図）
B カンチレバーと取付フレームによる設置（側面図）
C 回転可能なカンチレバー（例：フリュームの中央に機器を配置するため）（上面図）

注記
取付ブラケットと変換器ハウジングは導電接続されません。
帯電する可能性があります。
‣ 取付ブラケットは現場の等電位接地システムに統合してください。

5.4  設置状況の確認
機器は損傷していないか？（外観検査）
測定点の識別番号とそれに対応する銘板は正しいか？（外観検査）
機器が降雨および直射日光から保護されているか？
機器が適切に固定されているか？
機器が測定点の仕様を満たしているか？
例：
 プロセス温度
 プロセス圧力
 周囲温度
 測定範囲
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6  電気接続
6.1  機器の接続
6.1.1  電位平衡
電位平衡に関して特別な措置を講じる必要はありません。

6.1.2  電源電圧
12～30 VDC：直流電源ユニット上

電源ユニットは安全認証（例：PELV、SELV、クラス 2）を取得し、関連するプロト
コル仕様に準拠している必要があります。

逆接、高周波数の影響、サージ電圧に対する保護回路が搭載されています。

6.1.3  消費電力
• 非危険場所：IEC/EN 61010 規格に基づく機器安全仕様を満たすには、設置した際に最大

電流が 500 mA に制限されていることを確認する必要があります。
• 危険場所：機器が本質安全回路（Ex ia）で使用される場合、最大電流は変換器電源ユニ

ットにより Ii = 100 mA に制限されます。

6.1.4  機器の接続
機能図：4～20 mA HART
HART 通信、電源および 4～20 mA インジケータを装備した機器の接続

2

3

Y
+ +

- -I

1

mA

  A0028908

 6 機能図：HART 接続
1 HART 通信機器
2 HART 用抵抗
3 電源

低インピーダンス電源の場合は、必ず 250 Ω の HART 通信用抵抗器が信号線に必要で
す。
以下の電圧降下を考慮しなければなりません。
最大 6 V（250 Ω 通信用抵抗器の場合）
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機能図：HART 機器と RIA15（表示のみ、操作オプションなし）の接続、通信用抵抗器な
し

RIA15 リモートディスプレイは機器と一緒に注文できます。

または、アクセサリとしてご注文いただけます。詳細については、技術仕様書
TI01043K および取扱説明書 BA01170K を参照してください。

端子の割当て RIA15
• +

正極接続、電流入力
• -

負極接続、電流入力（バックライトなしの場合）
• LED

負極接続、電流入力（バックライトありの場合）
• 

機能接地：ハウジング内の端子
RIA15 プロセス表示器はループ電源供給型のため、外部電源は不要です。
以下の電圧降下を考慮しなければなりません。
• ≤1 V、4～20 mA 通信の標準バージョンの場合
• ≤1.9 V、HART 通信の場合
• 表示部ライトを使用する場合は 2.9 V 追加

HART 機器と RIA15 の接続（バックライトなし）

Y

I
R

s DC

1

2

3

L
E

D

- +

  A0019567

 7 機能図：HART 機器と RIA15 プロセス表示器の接続（ライトなし）
1 HART 通信機器
2 電源
3 HART 用抵抗
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HART 機器と RIA15 の接続（バックライトあり）
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 8 機能図：HART 機器と RIA15 プロセス表示器の接続（ライトあり）
1 HART 通信機器
2 電源
3 HART 用抵抗

機能図：HART 機器、RIA15 表示器（操作オプション付き）、通信用抵抗器の接続
以下の電圧降下を考慮しなければなりません。
最大 7 V
または、アクセサリとしてご注文いただけます。詳細については、技術仕様書
TI01043K および取扱説明書 BA01170K を参照してください。

HART 通信抵抗モジュールの接続、RIA15（バックライトなし）
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 9 機能図：HART 機器、RIA15（ライトなし）、HART 通信抵抗モジュールの接続
1 HART 通信抵抗モジュール
2 HART 通信機器
3 電源
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HART 通信抵抗モジュールの接続、RIA15（バックライトあり）
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 10 機能図：HART 機器、RIA15（ライトあり）、HART 通信抵抗モジュールの接続
1 HART 通信抵抗モジュール
2 HART 通信機器
3 電源

6.1.5  ケーブル仕様
定格断面積
0.5～2.5 mm2 (20～13 AWG)
適合ケーブル外径
⌀5～10 mm (0.2～0.38 in)

6.1.6  過電圧保護
本機器は、製品規格 IEC/DIN EN 61326-1（表 2 産業環境）に適合しています。接続タイプ

（DC 電源、入力ライン、出力ライン）に応じて、過渡過電圧（IEC/DIN EN 61000-4-5 サージ）
を防止するために、IEC/DIN EN 61326-1 に準拠したさまざまな試験水準が使用されます。
DC 電源ラインおよび IO ラインの試験水準は 1 000 V（ワイヤ - 接地間）です。

過電圧カテゴリー
本機器は、IEC/DIN EN 61010-1 に従って、過電圧保護カテゴリー II のネットワークで使用
するためのものです。
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6.1.7  配線
L警告

通電している可能性があります。
感電および/または爆発の危険性があります。
‣ 機器を危険場所で使用する場合、該当する国内規格および安全上の注意事項（XA）に

記載される仕様を遵守してください。指定のケーブルグランドを使用する必要があり
ます。

‣ 供給電圧が銘板に示されている仕様と一致している必要があります。
‣ 電源を切ってから機器を接続してください。
‣ IEC/EN 61010 に従って、本機器に適合するサーキットブレーカーを用意する必要があ

ります。
‣ 供給電圧と過電圧カテゴリーを十分に考慮して、ケーブルを適切に絶縁する必要があり

ます。
‣ 周囲温度を十分に考慮して、接続ケーブルには適切な温度安定性が必要です。
‣ 必ずカバーを閉めた状態で計測機器を操作してください。

以下の手順に従って機器を接続します。
1. カバーのネジを緩めて外します（カバーを開けるときにカチッと音がします）。
2. ケーブルをケーブルグランドまたは電線口に通します。
3. ケーブルを接続します。
4. 漏れ防止のため、ケーブルグランドまたは電線口を締め付けます。
5. カバーのネジを端子部にしっかりと締め付けます（カバーを閉めるときにカチッと

音がします）。
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6.1.8  端子の割当て

1

2

  A0055849

 11 端子の割当て
1 正極端子
2 負極端子

6.2  保護等級の保証
IEC 60529 Edition 2.2 2013-08/DIN EN 60529 2014-09 および NEMA 250-2014 準拠の試
験
• IP66、NEMA Type 4X
• IP67

6.3  配線状況の確認
 機器またはケーブルは損傷していないか？（外観検査）
使用されるケーブルの仕様は正しいか？
 接続されたケーブルに適度なたるみがあるか？
 ネジ込み接続が正しく取り付けられているか？
 供給電圧が銘板に記載された仕様と一致しているか？
 逆接がなく、端子の割当てが正しいか？
 電源電圧を印加したときに、機器が正常に稼働して画面が表示されるか？

7  操作オプション
取扱説明書を参照してください。
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8  設定
8.1  準備
L警告

電流出力の設定により、安全に関係する状態（例：製品のオーバーフロー）が発生する可
能性があります。
‣ 電流出力の設定を確認します。
‣ 電流出力の設定は、PV 割当 パラメータの設定に応じて異なります。

8.2  設置確認および機能チェック
測定点を設定する前に、設置状況および配線状況を確認してください。
A  設置状況の確認
A  配線状況の確認

8.3  設定オプションの概要
• 現場表示器による設定
• SmartBlue アプリによる設定
• FieldCare/DeviceCare/Field Xpert による設定
• 追加の操作ツール（AMS、PDM など）による設定

8.4  現場表示器による設定
必要に応じて、操作を有効にします（ A 「現場表示器、ロックまたはロック解除」>「ロ
ック解除」セクションを参照）。
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設定 ウィザードを開始します。

1 → 2 → 3

1000
mm

Guidance Diagnostics

Application Language

Main menu

Device tag

Start

Commissioning
Commissioning

 A0056190  A0056191  A0056192

‣ メニューアイコンを押します。 ‣ ガイダンス メニューを選択しま
す。

‣ 設定 ウィザードを開始します。

測定物の標準設定は「液体」です。
設定ウィザードでは測定物を設定できないため、機器を粉体で使用する場合は、現場
表示器または SmartBlue アプリを使用して測定物を変更する必要があります。
ナビゲーション：アプリケーション → センサ → 基本設定 → 測定物タイプ
流量アプリケーションは、現場表示器では設定できません。デジタル通信（Bluetooth
および HART）経由でのみ設定できます。

8.5  SmartBlue アプリを使用した設定
8.5.1  機器の要件
SmartBlue による設定は、機器に Bluetooth 機能が装備されている場合にのみ可能です

（Bluetooth モジュールが工場出荷前に組み込まれている、または後付けされている）。

8.5.2  SmartBlue アプリ
1. QR コードをスキャンするか、または App Store の検索フィールドに「SmartBlue」と

入力します。


  A0039186

 12 ダウンロードリンク
2. SmartBlue を起動します。
3. 表示されたライブリストから機器を選択します。



Micropilot FMR30B HART 設定

Endress+Hauser 23

4. 以下のログインデータを入力します。
 ユーザー名：admin

パスワード：機器のシリアル番号
5. 詳細については、アイコンをタップします。

初回のログイン後にパスワードを変更します。

8.6  FieldCare/DeviceCare による設定
1. DTM をダウンロードします。http://www.endress.com/download -> デバイスドラ

イバ -> デバイスタイプマネージャ（DTM）
2. カタログを更新します。
3. ガイダンス メニューをクリックして、設定 ウィザードを開始します。

8.6.1  FieldCare、DeviceCare および FieldXpert を使用した接続

1 4 5 7

6 82 3
9

  A0044334

 13 HART プロトコル経由のリモート操作用オプション
1 PLC（プログラマブルロジックコントローラ）
2 変換器電源ユニット（例：RN42）
3 Commubox FXA195 および AMS TrexTM デバイスコミュニケータ用の接続部
4 AMS TrexTM デバイスコミュニケータ
5 操作ツール（例：DeviceCare/FieldCare、AMS Device View、SIMATIC PDM）搭載のコンピュータ
6 Commubox FXA195（USB）
7 操作ツール（例：DeviceCare/FieldCare、AMS Device View、SIMATIC PDM）を搭載した Field

Xpert SMT70/SMT77、スマートフォンまたはコンピュータ
8 接続ケーブル付き Bluetooth モデム（例：VIATOR）
9 伝送器

8.7  追加の操作ツール（AMS、PDM など）による設定
機器固有のドライバをダウンロードします（https://www.endress.com/en/downloads）。
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詳細については、関連する操作ツールのヘルプを参照してください。

8.8  「設定」 ウィザードに関する注意事項
設定 ウィザードを使用すると、ガイド付きの容易な設定を実行できます。

1. 設定 ウィザードが開始したら、各パラメータに適切な値を入力するか、または適切
な項目を選択します。これらの値は機器に直接書き込まれます。

2. > をクリックして次のページへ移動します。
3. すべてのページの入力が完了したら、OK をクリックして設定 ウィザードを終了しま

す。

すべての必要なパラメータを設定する前に設定 ウィザードをキャンセルした場合、機
器が未設定の状態になる可能性があります。この場合、機器を初期設定にリセットす
ることをお勧めします。
測定物の標準設定は「液体」です。
設定ウィザードでは測定物を設定できないため、機器を粉体で使用する場合は、現場
表示器または SmartBlue アプリを使用して測定物を変更する必要があります。
ナビゲーション：アプリケーション → センサ → 基本設定 → 測定物タイプ
流量アプリケーションは、現場表示器では設定できません。デジタル通信（Bluetooth
および HART）経由でのみ設定できます。

8.9  ソフトウェアによる機器アドレスの設定
「HART アドレス」 パラメータ を参照

HART プロトコルを介してデータを交換するためのアドレスを入力します。
• ガイダンス → 設定 → HART アドレス
• アプリケーション → HART 出力 → 設定 → HART アドレス
• デフォルト HART アドレス：0
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8.10  操作言語の設定
8.10.1  現場表示器

操作言語の設定
操作言語を設定する前に、まず現場表示器のロックを解除する必要があります。

‣ 操作メニューを開きます。

1 → 2 → 3

Benutzerf... Diagnose

Applikation Language

Hauptmenü

Deutsch

Language

Français

English

Deutsch

Language

Français

English

 A0056186  A0056187  A0056188

‣ Language ボタンを選択します。

8.10.2  操作ツール
表示言語を設定
システム → 表示 → Language

8.11  機器の設定
設定ウィザードを使用した設定が推奨されています。
A 「SmartBlue アプリを使用した設定」セクションを参照してください。
A 「FieldCare/DeviceCare による設定」セクションを参照してください。
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8.11.1  液体用レベル計
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 14 液体のレベル測定用パラメータの設定
R 測定基準点
A アンテナサイズ + 10 mm (0.4 in)
C 50～80 mm (1.97～3.15 in)；測定物 εr < 2
D 距離
L レベル
E 「空校正」 パラメータ（= 0 %）
F 「満量校正」 パラメータ（= 100 %）

測定物の比誘電率が低い場合（εr < 2 ）、液面のレベルが非常に低いときに（レベル C 未
満）、測定物を透過してタンク底部をとらえてしまうことがあります。この場合、この範囲
において測定精度の低下が予想されます。このようなアプリケーションにおいて、精度の
低下を許容できない場合は、タンク底部から上方に距離 C の間隔を空けてゼロ点を設定す
る必要があります（図を参照）。
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8.11.2  粉体用レベル計
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 15 粉体のレベル測定用パラメータの設定
R 測定基準点
A アンテナサイズ + 10 mm (0.4 in)
D 距離
L レベル
E 「空校正」 パラメータ（= 0 %）
F 「満量校正」 パラメータ（= 100 %）

8.11.3  操作ソフトウェアを介した流量測定の設定
流量計の設置条件
• 流量測定のためには、水路または堰が必要です。
• 水路または堰の中央にセンサを配置します。
• センサが水面に対して垂直になるように位置合わせします。
• 日除けカバーを使用して、機器を直射日光や雨から保護します。



設定 Micropilot FMR30B HART

28 Endress+Hauser

D

Q

  A0055933

 16 液体の流量測定用パラメータの設定
D 距離
Q 測定する堰や水路の流量（レベルからリニアライゼーションを使用して計算）

流量測定の設定

E

D

L

  A0055934

 17 例：カーファギーベンチュリフリューム
E 空校正（= ゼロ点）
D 距離
L レベル
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E
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 18 例：三角堰
E 空校正（= ゼロ点）
D 距離
L レベル

流量アプリケーションは、現場表示器では設定できません。デジタル通信（Bluetooth
および HART）経由でのみ設定できます。

8.11.4  「周波数モード」 パラメータの設定
レーダー信号に関する国または地域固有の設定は、周波数モード パラメータで行います。

設定の開始時に、適切な操作ツールを使用して、操作メニューで周波数モード パラメ
ータを設定する必要があります。

アプリケーション → センサ → 高度な設定 → 周波数モード
動作周波数 80 GHz：
• モード 2 オプション：ヨーロッパ大陸、米国、オーストラリア、ニュージーランド、カ

ナダ、ブラジル、日本、韓国、台湾、タイ
• モード 3 オプション：ロシア、カザフスタン
• モード 4 オプション：メキシコ
• モード 5 オプション：インド、マレーシア、南アフリカ、インドネシア

機器の計量特性は、設定したモードに応じて異なる場合があります。ユーザーへの納
入時には、規定の計量特性が機器に設定されています（モード 2 オプション）。

8.11.5  「シミュレーション」 サブメニュー
プロセス変数と診断イベントは、シミュレーション サブメニューを使用してシミュレーシ
ョンすることが可能です。
ナビゲーション：診断 → シミュレーション
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スイッチ出力または電流出力をシミュレーションする場合、機器からシミュレーション中
に警告メッセージが出力されます。

8.12  不正アクセスからの設定の保護
8.12.1  ソフトウェアのロック/ロック解除
FieldCare/DeviceCare/SmartBlue アプリでパスワードによるロック
パスワードを割り当てることで、機器のパラメータ設定へのアクセスをロックできます。
機器納入時には、ユーザーの役割はメンテナンス オプションに設定されています。ユーザ
ーの役割がメンテナンス オプションの場合、機器パラメータを自由に設定できます。後か
らパスワードを割り当てることで、設定へのアクセスをロックできます。このロックによ
り、メンテナンス オプションがオペレータ オプションに切り替わります。パスワードを入
力すると、設定にアクセスできます。
パスワードは以下で定義します。
システム メニュー ユーザー管理 サブメニュー
ユーザーの役割をメンテナンス オプションからオペレータ オプションに変更するには、以
下の項目に移動します。
システム → ユーザー管理

機器ディスプレイ/FieldCare/DeviceCare/SmartBlue によるロック手順のキャンセル
パスワードを入力すると、オペレータ オプションはそのパスワードを使用して、機器のパ
ラメータ設定を有効にすることができます。この場合、ユーザーの役割はメンテナンス オ
プションに変更されます。
必要に応じて、ユーザー管理でパスワードを削除することも可能です：システム → ユーザ
ー管理
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